
(57)【要約】

【課題】スペックルノイズを効果的に除去し、境界を明

確にすることにより、超音波映像の画質を改善する。

【解決手段】本発明による２次元超音波映像の画質改善

方法は、（ａ）２次元超音波入力映像を多重解像度で構

成される複数の映像でＮレベルに分解（ｄｅｃｏｍｐｏ

ｓｉｔｉｏｎ）する段階；（ｂ）上記分解された映像で

各ピクセルの特性を判定する段階；（ｃ）上記ピクセル

特性に基づいて分解された映像に対して画質改善処理を

実施する段階；（ｄ）上記分解された映像に対して１レ

ベル合成（ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）を実施する段階；

及び（ｅ）上記合成された映像の大きさが上記２次元超

音波映像の大きさと同一になるまで上記（ｂ）～（ｄ）

段階を反復して実施する段階を含み、上記Ｎは正の整数

であることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 改 善 方 法 と し て 、
　 （ ａ ） ２ 次 元 超 音 波 入 力 映 像 を 多 重 解 像 度 で 構 成 さ れ る 複 数 の 映 像 で Ｎ レ ベ ル に 分 解 （
ｄ ｅ ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） す る 段 階 ；
　 （ ｂ ） 上 記 分 解 さ れ た 映 像 で 各 ピ ク セ ル の 特 性 を 判 定 す る 段 階 ；
　 （ ｃ ） 上 記 ピ ク セ ル 特 性 に 基 づ い て 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て 画 質 改 善 処 理 を 実 施 す る 段
階 ；
　 （ ｄ ） 上 記 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て １ レ ベ ル 合 成 （ ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 実 施 す
る 段 階 ； 及 び
　 （ ｅ ） 上 記 合 成 さ れ た 映 像 の 大 き さ が 上 記 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 大 き さ と 同 一 に な る ま で
上 記 （ ｂ ） ～ （ ｄ ） 段 階 を 反 復 し て 実 施 す る 段 階 を 含 み 、 上 記 Ｎ は 正 の 整 数 で あ る こ と を
特 徴 と す る 画 質 改 善 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 （ ａ ） 段 階 は ウ ェ ー ブ レ ッ ト (ｗ ａ ｖ ｅ ｌ ｅ ｔ )変 換 ま た は ラ プ ラ シ ア ン ピ ラ ミ ッ ド
（ Ｌ ａ ｐ ｌ ａ ｃ ｉ ａ ｎ 　 Ｐ ｙ ｒ ａ ｍ ｉ ｄ ） 符 号 化 方 法 を 用 い て 実 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 質 改 善 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 （ ｂ ） 段 階 は 、
　 （ ｂ １ ） 上 記 分 解 さ れ た 映 像 の 所 定 の ピ ク セ ル 範 囲 の ピ ク セ ル に お い て 固 有 値 と 固 有 ベ
ク ト ル を 求 め る 段 階 ；
　 （ ｂ ２ ） 上 記 固 有 ベ ク ト ル 及 び 固 有 値 を 用 い て 各 ピ ク セ ル に お け る 接 線 方 向 ベ ク ト ル と
法 線 方 向 ベ ク ト ル を 求 め る 段 階 ；
　 （ ｂ ３ ） 上 記 接 線 方 向 ベ ク ト ル と 法 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 を し き い 値 と 比 較 す る
段 階 ；
　 （ ｂ ４ ） 上 記 比 較 結 果 に 従 っ て ピ ク セ ル 特 性 を 判 定 す る 段 階
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 質 改 善 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 （ ｃ ） 段 階 は 、
　 （ ｃ １ ） 上 記 （ ｂ ４ ） 段 階 で 境 界 と 判 定 さ れ た ピ ク セ ル に 対 し て 方 向 性 平 滑 化 （ ｄ ｉ ｒ
ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｍ ｏ ｏ ｔ ｈ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 を 行 う 段 階 ； 及 び
　 （ ｃ ２ ） 上 記 境 界 ピ ク セ ル に 対 し て 方 向 性 鮮 明 化 （ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｈ ａ ｒ
ｐ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 を 行 う 段 階
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 画 質 改 善 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 （ ｃ ） 段 階 は （ ｂ ４ ） 段 階 で ス ペ ッ ク ル （ ｓ ｐ ｅ ｃ ｋ ｌ ｅ ） で 判 定 さ れ た ピ ク セ ル
に 対 し て ス ペ ッ ク ル を 減 ら す 段 階 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 画 質 改
善 方 法
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 （ ｃ ） 段 階 は 、 次 の 数 式 で 示 さ れ る 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の
画 質 改 善 方 法 。
［ 数 式 ］
Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） ＝ （ １ － ２ ｔ ＋ ２ ｎ ） ・ Ｉ （ ｘ ， ｙ ） ＋ ｔ ・ （ Ｔ １ ＋ Ｔ ２ ） － ｎ ・ （ Ｎ １
＋ Ｎ ２ ）
　 こ こ で 、 Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ リ ン グ 後 の ピ ク セ ル 値 を 、 Ｉ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ
リ ン グ 前 の ピ ク セ ル 値 を 示 し 、 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ は 該 当 ピ ク セ ル に お け る 接 線 方 向 ベ ク ト ル の
大 き さ を 示 し 、 Ｎ １ 及 び Ｎ ２ は 該 当 ピ ク セ ル で の 法 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ を 示 し 、 ｔ は
方 向 性 平 滑 化 の 程 度 を 示 し 、 ｎ は 方 向 性 鮮 明 化 の 程 度 を 示 す 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 と し て 、
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　 ２ 次 元 超 音 波 入 力 映 像 を 多 重 解 像 度 で 構 成 さ れ る 複 数 の 映 像 で Ｎ レ ベ ル に 分 解 す る た め
の 分 解 手 段 ；
　 上 記 分 解 さ れ た 映 像 で 各 ピ ク セ ル の 特 性 を 判 定 す る た め の 判 定 手 段 ；
上 記 ピ ク セ ル 特 性 に 従 っ て 、 上 記 分 解 さ れ た 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 画 質 改 善 手 段 ；
及 び
　 上 記 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て Ｎ － レ ベ ル 合 成 を 行 う た め の 合 成 手 段
を 含 む こ と を 特 徴 と す る ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 分 解 手 段 は ウ ェ ー ブ レ ッ ト （ ｗ ａ ｖ ｅ ｌ ｅ ｔ ） 変 換 ま た は ラ プ ラ シ ア ン ピ ラ ミ ッ ド
（ Ｌ ａ ｐ ｌ ａ ｃ ｉ ａ ｎ 　 Ｐ ｙ ｒ ａ ｍ ｉ ｄ ） 符 号 化 方 法 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
に 記 載 の ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 分 解 さ れ た 映 像 の 所 定 の ピ ク セ ル 範 囲 ピ ク セ ル に お い て 固 有 値 と 固 有 ベ ク ト ル を 求
め る た め の 第 １ 計 算 部 ；
　 上 記 固 有 ベ ク ト ル 及 び 固 有 値 を 用 い て 各 ピ ク セ ル に お け る 接 線 方 向 ベ ク ト ル と 法 線 方 向
ベ ク ト ル を 求 め る た め の 第 ２ 計 算 部 ；
　 上 記 接 線 方 向 ベ ク ト ル と 法 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 を し き い 値 と 比 較 す る た め の 比
較 部 ； 及 び
　 上 記 比 較 結 果 に 従 っ て ピ ク セ ル 特 性 を 判 定 す る た め の 判 定 部
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 画 質 改 善 手 段 は 、
　 上 記 判 定 部 に お い て 境 界 と 判 定 さ れ た ピ ク セ ル に 対 し て 方 向 性 平 滑 化 （ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ
ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｍ ｏ ｏ ｔ ｈ ｉ ｎ ｇ ） 処 理 を 行 う た め の 方 向 性 平 滑 化 処 理 部 ； 及 び
　 上 記 境 界 ピ ク セ ル に 対 し て 方 向 性 鮮 明 化 （ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｅ ｎ ｉ
ｎ ｇ ） 処 理 を 行 う た め の 方 向 性 鮮 明 化 処 理 部
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 画 質 改 善 手 段 は 上 記 判 定 部 で ス ペ ッ ク ル で 判 定 さ れ た ピ ク セ ル に 対 し て ス ペ ッ ク ル
を 減 ら す た め の ス ペ ッ ク ル 除 去 部 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ２ 次
元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 上 記 画 質 改 善 手 段 は 次 の よ う な 数 式 で 示 さ れ る 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る  請 求 項 １
０ に 記 載 の ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 。
Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） ＝ （ １ － ２ ｔ ＋ ２ ｎ ） ・ Ｉ （ ｘ ， ｙ ） ＋ ｔ ・ （ Ｔ １ ＋ Ｔ ２ ） － ｎ ・ （ Ｎ １
＋ Ｎ ２ ）
　 こ こ で 、 Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ リ ン グ 後 の ピ ク セ ル 値 を 、 Ｉ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ
リ ン グ 前 の ピ ク セ ル 値 を 示 し 、 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ は 該 当 ピ ク セ ル に お け る 接 線 方 向 ベ ク ト ル の
大 き さ を 示 し 、 Ｎ １ 及 び Ｎ ２ は 該 当 ピ ク セ ル で の 法 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ を 示 し 、 ｔ は
方 向 性 平 滑 化 の 程 度 を 示 し 、 ｎ は 方 向 性 鮮 明 化 の 程 度 を 示 す 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 改 善 方 法 及 び 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に イ メ ー
ジ に 対 し て 後 処 理 過 程 を 通 じ て 画 質 を 向 上 さ せ る 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 超 音 波 を 用 い た 診 断 装 置 が 一 般 医 療 分 野 で 広 く 使 わ れ て い る 。 超 音 波 映 像 診 断 装
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置 は 臓 器 に 超 音 波 を 送 信 し た 後 、 臓 器 か ら 戻 っ て く る 反 射 波 を 検 出 し て こ れ か ら 得 ら れ た
映 像 を 構 成 し て 提 供 す る 装 置 で あ る 。 し か し 、 臓 器 か ら 戻 っ て く る 超 音 波 は 媒 質 と 小 さ な
生 体 組 織 な ど に よ り 反 射 と 散 乱 が 同 時 に 生 じ る よ う に な る 。 こ の た め に 生 じ る ノ イ ズ を ス
ペ ッ ク ル ノ イ ズ （ ｓ ｐ ｅ ｃ ｋ ｌ ｅ 　 ｎ ｏ ｉ ｓ ｅ ） と い う 。 こ の ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ に よ っ て
映 像 の 画 質 が 落 ち る だ け で な く 、 観 察 し よ う と す る 身 体 器 官 と 背 景 と の 境 界 な ど 重 要 な 形
態 を 表 示 す る に お い て 正 確 性 が 落 ち る 。 こ の よ う な ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ は さ ら に は 超 音 波 映
像 を 用 い た 映 像 解 釈 、 器 官 認 識 な ど の 分 野 で 大 き な 障 害 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ を 除 去 す る 方 法 に 対 す る 研 究 が 進
行 さ れ た が 、 そ の 代 表 的 な 方 法 と し て は 熱 拡 散 モ デ ル を 応 用 し た 方 法 が あ る 。 熱 拡 散 モ デ
ル を 応 用 し た 方 法 は ピ ク セ ル を 複 数 の 領 域 に 分 割 し 、 分 割 さ れ た 領 域 に 合 う ガ ウ シ ア ン フ
ィ ル タ リ ン グ を す る も の で あ る 。 も う 一 つ の 方 法 は ウ ェ ー ブ レ ッ ト （ ｗ ａ ｖ ｅ ｌ ｅ ｔ ） 基
盤 の 方 法 で 各 周 波 数 帯 域 別 に 非 線 形 ス レ ッ シ ュ ホ ー ル ド （ ｔ ｈ ｒ ｅ ｓ ｈ ｏ ｌ ｄ ） 方 法 を 用
い て ノ イ ズ を 除 去 す る も の で あ る 。 し か し 、 既 存 の 方 法 に よ れ ば 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ は 除
去 さ れ る が 、 映 像 が 人 工 的 な 感 じ が あ っ て 、 臨 床 的 に は 有 用 で な か っ た 。 ま た 、 超 音 波 映
像 の 表 示 装 置 を 通 じ て 画 像 を 表 示 す る 時 に 、 器 官 な ど の 境 界 部 分 を 明 確 に 表 示 で き な い 問
題 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 前 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ っ て 、 ス ペ ッ ク ル ノ イ ズ
を 効 果 的 に 除 去 し 、 境 界 を 明 確 に す る こ と に よ り 、 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 特 徴 に よ れ ば 、 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 改
善 方 法 は 、 （ ａ ） ２ 次 元 超 音 波 入 力 映 像 を 多 重 解 像 度 で 構 成 さ れ る 複 数 の 映 像 で Ｎ レ ベ ル
に 分 解 （ ｄ ｅ ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） す る 段 階 ； （ ｂ ） 上 記 分 解 さ れ た 映 像 で 各 ピ ク セ
ル の 特 性 を 判 定 す る 段 階 ； （ ｃ ） 上 記 ピ ク セ ル 特 性 に 基 づ い て 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て 画
質 改 善 処 理 を 実 施 す る 段 階 ； （ ｄ ） 上 記 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て １ レ ベ ル 合 成 （ ｃ ｏ ｍ ｐ
ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 実 施 す る 段 階 ； 及 び （ ｅ ） 上 記 合 成 さ れ た 映 像 の 大 き さ が 上 記 ２ 次 元
超 音 波 映 像 の 大 き さ と 同 一 に な る ま で 上 記 （ ｂ ） ～ （ ｄ ） 段 階 を 反 復 し て 実 施 す る 段 階 を
含 み 、 上 記 Ｎ は 正 の 整 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の も う 一 つ の 特 徴 に よ れ ば 、 ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 装 置 は 、
２ 次 元 超 音 波 入 力 映 像 を 多 重 解 像 度 で 構 成 さ れ る 複 数 の 映 像 で Ｎ レ ベ ル に 分 解 す る た め の
分 解 手 段 ； 上 記 分 解 さ れ た 映 像 で 各 ピ ク セ ル の 特 性 を 判 定 す る た め の 判 定 手 段 ； 上 記 ピ ク
セ ル 特 性 に 従 っ て 、 上 記 分 解 さ れ た 映 像 の 画 質 を 改 善 す る た め の 画 質 改 善 手 段 ； 及 び 上 記
分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て Ｎ － レ ベ ル 合 成 を 行 う た め の 合 成 手 段 を 含 み 、 上 記 Ｎ は 正 の 整 数
で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る ２ 次 元 超 音 波 映 像 に 対 す る フ ィ ル タ リ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 多 重 解 像 度 の 映
像 に 対 し て 、 各 ピ ク セ ル 別 に 固 有 ベ ク ト ル を 用 い て ス ペ ッ ク ル が 効 果 的 に 除 去 さ れ 、 境 界
が 明 確 に 見 ら れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 で は 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 後 処 理 を 通 じ た ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 改 善 を す る 本 発 明 の 処 理 過 程 を 示 し た 流
れ 図 で あ る 。 示 さ れ た 通 り 、 本 発 明 に よ る 方 法 は 段 階 １ ～ 段 階 ６ （ 図 １ の 符 号 Ｓ １ ０ ０ ～
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Ｓ ６ ０ ０ ） か ら な り 、 以 下 で 各 段 階 別 に 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ＜ 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） ＞
　 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） で は 、 多 重 解 像 度 を 用 い て 入 力 さ れ た ２ 次 元 超 音 波 映 像 を 分 解 す る
。 一 般 に 多 重 解 像 度 に よ る 分 析 （ ａ ｎ ａ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ ） と い え ば 、 任 意 の 映 像 信 号 を 多 重 解
像 度 を 有 す る 複 数 の 映 像 に 分 解 し て 分 析 す る こ と を 言 い 、 こ の よ う な 分 解 を 通 じ て 入 力 映
像 の 高 周 波 成 分 と 低 周 波 成 分 を 得 る こ と が で き る 。 こ の よ う な 多 重 解 像 度 の 映 像 を 得 る 方
法 に は ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 （ ｗ ａ ｖ ｅ ｌ ｅ ｔ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ ｒ ｍ ） を 用 い る 方 法 、 ラ プ
ラ シ ア ン ピ ラ ミ ッ ド （ Ｌ ａ ｐ ｌ ａ ｃ ｉ ａ ｎ 　 Ｐ ｙ ｒ ａ ｍ ｉ ｄ ） 符 号 化 方 法 な ど が あ る 。 本
発 明 で は 多 重 解 像 度 の 映 像 を 得 る た め の 任 意 の 方 法 が 使 わ れ る こ と が で き 、 ま た 、 任 意 の
Ｎ レ ベ ル に 分 解 が 行 わ れ る こ と が で き る 。 こ こ で 、 Ｎ は 任 意 の 正 の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 例 え ば 、 Ｎ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 用 い る 場 合 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 １ レ ベ
ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 は 入 力 映 像 に 対 し て 入 力 映 像 の ２ － １ サ イ ズ の 低 周 波 成 分 の 映 像 と
高 周 波 成 分 の 映 像 を 得 る 。 ２ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 は 入 力 映 像 の ２ － １ サ イ ズ の 低 周
波 成 分 の 映 像 に 対 し て 入 力 映 像 の ２ － ２ サ イ ズ の 低 周 波 成 分 の 映 像 と 高 周 波 成 分 の 映 像 を
得 る 。 こ の よ う な 過 程 を Ｎ 回 繰 り 返 す こ と が Ｎ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 で あ る 。 従 っ て
、 Ｎ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 通 じ て 入 力 映 像 の ２ － Ｎ 大 き さ の 低 周 波 成 分 の 映 像 と そ
れ 以 外 の 複 数 の 高 周 波 成 分 の 映 像 を 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ＜ 段 階 ２ （ Ｓ ２ ０ ０ ） ＞
　 段 階 ２ （ Ｓ ２ ０ ０ ） で は 、 上 記 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） で 分 解 さ れ た 映 像 に 対 し て 各 ピ ク セ
ル 別 に 特 性 を 判 定 す る 。 各 ピ ク セ ル が 、 例 え ば 観 察 し よ う と す る 体 内 の 器 官 な ど の 境 界 部
分 に 該 当 す る か 、 ス ペ ッ ク ル に 該 当 す る か 、 あ る い は 平 坦 な 領 域 に 該 当 す る か を 判 定 す る
よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま ず 、 本 技 術 分 野 で 使 わ れ る 一 般 的 な 線 形 対 数 法 に よ っ て 、 所 定 の 範 囲 の ピ ク セ ル （ 例
え ば 、 ５ × ５ ま た は １ ０ × １ ０ 等 ） で 固 有 値 （ ｅ ｉ ｇ ｅ ｎ ｖ ａ ｌ ｕ ｅ ） と 固 有 ベ ク ト ル （
ｅ ｉ ｇ ｅ ｎ ｖ ｅ ｃ ｔ ｏ ｒ ） を 求 め 、 こ の 固 有 値 と 固 有 ベ ク ト ル を 用 い て 各 ピ ク セ ル に お け
る 接 線 方 向 ベ ク ト ル と 法 線 方 向 ベ ク ト ル を 得 る 。 そ の 後 、 こ の ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 を し
き い 値 （ ｔ ｈ ｒ ｅ ｓ ｈ ｏ ｌ ｄ 　 ｖ ａ ｌ ｕ ｅ ） と 比 較 し て 各 ピ ク セ ル の 特 性 を 区 分 す る 。 即
ち 、 ２ ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 が 大 き い と い う こ と は 一 方 向 へ の ベ ク ト ル 成 分 が 大 き い も の
で あ り 、 一 方 向 へ の 方 向 性 が 大 き い と い う こ と で あ る の で 、 表 示 し よ う と す る 身 体 器 官 な
ど の 境 界 に 該 当 す る も の で あ る 。 こ れ と 反 対 に 、 ２ ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 が 小 さ け れ ば 、
ど の 方 向 に も 方 向 性 が 存 在 し な い こ と を 意 味 す る 。 ス ペ ッ ク ル の 場 合 に は ど の 方 向 に も 大
き い ベ ク ト ル で 表 現 さ れ る の で ２ つ の 固 有 ベ ク ト ル の 大 き さ の 差 が 小 さ く 、 ま た 、 平 坦 な
領 域 に 対 し て は ど の 方 向 に も 小 さ な ベ ク ト ル で 表 現 さ れ る の で 、 同 様 に ２ つ の 固 有 ベ ク ト
ル の 大 き さ の 差 は 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の よ う な 過 程 を 通 じ て 、 各 ピ ク セ ル に 対 す る 接 線 方 向 ベ ク ト ル と 法 線 方 向 ベ ク ト ル の
成 分 を 抽 出 す る こ と に よ っ て 、 そ の ピ ク セ ル が 表 示 し よ う と す る 身 体 器 官 な ど の 境 界 に 該
当 す る か ど う か を 判 定 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 段 階 ３ （ Ｓ ３ ０ ０ ） ＞
　 段 階 ３ （ Ｓ ３ ０ ０ ） で は 、 各 ピ ク セ ル の 特 性 を 用 い て 、 段 階 ２ （ Ｓ ２ ０ ０ ） で 境 界 と 判
定 さ れ た 部 分 を よ り 明 確 に す る 。 境 界 部 分 の 接 線 ベ ク ト ル 方 向 に は 境 界 の 連 続 性 を 向 上 さ
せ る た め の 平 滑 化 （ ｓ ｍ ｏ ｏ ｔ ｈ ｉ ｎ ｇ ） を し 、 法 線 ベ ク ト ル 方 向 に は 境 界 を 明 確 に す る
た め の 鮮 明 化 （ ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ） を す る 。 こ の よ う な 処 理 は 境 界 の 接 線 方 向 側 に の
み 低 帯 域 フ ィ ル タ リ ン グ （ ｌ ｏ ｗ 　 ｐ ａ ｓ ｓ 　 ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ ） を す る こ と に よ り 、
な さ れ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 段 階 ３ （ Ｓ ３ ０ ０ ） の 処 理 例 を 示 し た 図 面 で あ る 。 多 重 解 像 度 に よ っ て
入 力 映 像 を 分 解 （ 例 え ば 、 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 ） し た 後 、 固 有 ベ ク ト ル の 抽 出 を 経 る と 、
図 ２ で の よ う に 境 界 上 の 一 ピ ク セ ル に 対 し て 境 界 の 接 線 方 向 の ベ ク ト ル （ ２ ３ ， ２ ４ ） と
法 線 方 向 の ベ ク ト ル （ ２ １ ， ２ ２ ） で 示 さ れ る 。 こ の 二 つ の 固 有 ベ ク ト ル を 用 い て 図 ３ に
示 さ れ た 通 り 、 境 界 （ ２ ５ ） の 接 線 方 向 に 接 線 方 向 ス カ ラ 量 （ 接 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ
） Ｔ １ ， Ｔ ２ の 値 を 線 形 補 間 法 で 計 算 し 、 同 様 に 法 線 方 向 に も 法 線 方 向 ス カ ラ 量 （ 法 線 方
向 ベ ク ト ル の 大 き さ ） Ｎ １ ， Ｎ ２ の 値 を 計 算 し て 求 め る 。 こ の 値 を 用 い て 境 界 の 接 線 方 向
に は 方 向 性 平 滑 化 （ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｍ ｏ ｏ ｔ ｈ ｉ ｎ ｇ ） に よ っ て 連 続 性 を 高
め 、 法 線 方 向 に は 方 向 性 鮮 明 化 （ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｓ ｈ ａ ｒ ｐ ｅ ｎ ｉ ｎ ｇ ） に よ
っ て 境 界 を 明 確 に す る 。 こ の 過 程 は 数 式 １ の よ う に 示 す こ と が で き る 。
［ 数 式 １ ］
Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） ＝ （ １ － ２ ｔ ＋ ２ ｎ ） ・ Ｉ （ ｘ ， ｙ ） ＋ ｔ ・ （ Ｔ １ ＋ Ｔ ２ ） － ｎ ・ （ Ｎ １
＋ Ｎ ２ ）
　 こ こ で 、 Ｉ ’ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ リ ン グ 後 の ピ ク セ ル 値 、 Ｉ （ ｘ ， ｙ ） は フ ィ ル タ リ
ン グ 前 の ピ ク セ ル 値 を 示 し 、 Ｔ １ 及 び Ｔ ２ は 該 当 ピ ク セ ル に お け る 接 線 方 向 ベ ク ト ル の 大
き さ を 示 し 、 Ｎ １ 及 び Ｎ ２ は 該 当 ピ ク セ ル に お け る 法 線 方 向 ベ ク ト ル の 大 き さ を 示 し 、 ｔ
は 方 向 性 平 滑 化 の 程 度 を 示 し 、 ｎ は 方 向 性 鮮 明 化 の 程 度 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ＜ 段 階 ４ （ Ｓ ４ ０ ０ ） ＞
　 段 階 ４ （ Ｓ ４ ０ ０ ） で は 、 ス ペ ッ ク ル を 除 去 又 は 減 少 さ せ る 。 こ の よ う な 過 程 は 先 に 説
明 し た 段 階 ２ （ Ｓ ２ ０ ０ ） で ス ペ ッ ク ル 雑 音 あ る い は 平 坦 な 領 域 と 判 定 さ れ た ピ ク セ ル 、
即 ち 境 界 部 分 で な い も の と し て 判 定 さ れ た ピ ク セ ル に 対 し て 適 用 さ れ る 。 こ の よ う な ピ ク
セ ル に 対 し て は 低 帯 域 フ ィ ル タ リ ン グ を す る こ と に よ り 、 ス ペ ッ ク ル を 減 少 さ せ る こ と が
で き る 。 ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を 用 い る 場 合 に は 、 該 当 ピ ク セ ル で の 高 周 波 成 分 の 係 数 の 大
き さ を 減 ら す こ と に よ っ て ノ イ ズ を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 段 階 ５ （ Ｓ ５ ０ ０ ） ＞
　 段 階 ２ ～ 段 階 ４ （ Ｓ ２ ０ ０ － Ｓ ４ ０ ０ ） に よ っ て 、 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） で 分 解 さ れ た 映
像 の 境 界 が 明 確 に な り 、 ス ペ ッ ク ル が 減 っ た 低 解 像 度 映 像 が 得 ら れ る 。 段 階 ５ （ Ｓ ５ ０ ０
） で は 、 段 階 ２ ～ 段 階 ４ （ Ｓ ２ ０ ０ － Ｓ ４ ０ ０ ） を 経 な が ら 画 質 が 改 善 さ れ た 低 解 像 度 映
像 に 対 し て 一 レ ベ ル の 合 成 （ ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 行 う 。 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） で Ｎ
レ ベ ル の ウ ェ ー ブ レ ッ ト 変 換 を し た 場 合 に は 、 １ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 逆 変 換 を 通 じ て ２
倍 の 大 き さ の 映 像 が 復 元 さ れ る 。 例 え ば 、 入 力 映 像 の ２ － Ｎ サ イ ズ の 映 像 に 対 し て 段 階 ２
～ 段 階 ４ を 行 っ た 後 に 、 １ レ ベ ル ウ ェ ー ブ レ ッ ト 逆 変 換 を す れ ば 、 入 力 映 像 の ２ － （ Ｎ －

１ ） サ イ ズ の フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 映 像 を 得 る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 段 階 ６ （ Ｓ ６ ０ ０ ） ＞
そ の 後 、 図 １ に 示 さ れ た 通 り 、 段 階 ５ （ Ｓ ５ ０ ０ ） で 合 成 さ れ た 映 像 が 入 力 映 像 と 同 じ 大
き さ で あ る か を 判 定 し て 、 同 一 の 大 き さ の 映 像 が 得 ら れ る ま で 上 記 段 階 ２ ～ 段 階 ５ （ Ｓ ２
０ ０ － Ｓ ５ ０ ０ ） を 反 復 す る 。 段 階 １ （ Ｓ １ ０ ０ ） で Ｎ レ ベ ル に 分 解 を し た 場 合 に は 段 階
２ ～ 段 階 ５ （ Ｓ ２ ０ ０ － Ｓ ５ ０ ０ ） が Ｎ 回 繰 り 返 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 ２ 次 元 超 音 波 入
力 映 像 の 境 界 を よ り 明 確 に 示 し 、 ス ペ ッ ク ル を 除 去 し て 画 質 を 改 善 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で は 、 境 界 と 判 定 さ れ た 部 分 を よ り 明 確 に 処 理 し た 後 （ 段 階 ３ （ Ｓ ３ ０ ０ ） ） に ス
ペ ッ ク ル 雑 音 を 除 去 （ 段 階 ４ （ Ｓ ４ ０ ０ ） ） す る と 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
る の で は な く 、 ス ペ ッ ク ル 雑 音 を 除 去 し た 後 に 境 界 部 分 が 明 確 に な る よ う に 処 理 し て も 構
わ な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は ２ 次 元 超 音 波 映 像 に 広 く 適 用 さ れ る こ と が で き る も の で あ っ て 、 例 え ば ３ 次 元
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構 造 の 任 意 の 断 面 を 示 す ２ 次 元 Ｂ モ ー ド 映 像 、 ３ 次 元 映 像 を レ ン ダ リ ン グ し た 結 果 、 得 ら
れ る 立 体 感 の あ る ２ 次 元 映 像 な ど 、 全 て の ２ 次 元 超 音 波 映 像 に 適 用 さ れ る こ と が で き る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 実 施 例 は 本 発 明 の 原 理 を 応 用 し た 多 様 な 実 施 例 の 一 部 を 示 し た も の に 過 ぎ な い
こ と を 理 解 し な け れ ば な ら な い 。 本 技 術 分 野 に お い て 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 は 本 発 明 の 本
質 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 変 形 が 可 能 で あ る こ と が 明 確 に 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る ２ 次 元 超 音 波 映 像 に 対 す る フ ィ ル タ リ ン グ 方 法 に よ れ ば 、 多 重 解 像 度 の 映
像 に 対 し て 、 各 ピ ク セ ル 別 に 固 有 ベ ク ト ル を 用 い て ス ペ ッ ク ル が 効 果 的 に 除 去 さ れ 、 境 界
が 明 確 に 見 ら れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ っ て ２ 次 元 超 音 波 映 像 の 画 質 改 善 方 法 の 過 程 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 境 界 に お け る 固 有 ベ ク ト ル を 示 し た 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ っ て 境 界 を 明 確 に す る た め の フ ィ ル タ リ ン グ を 説 明 す る た め の 図 面 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
２ １ ， ２ ２ ： 法 線 方 向 ベ ク ト ル
２ ３ ， ２ ４ ： 接 線 方 向 ベ ク ト ル
２ ５ ： 境 界

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(7) JP 2006-116307 A 2006.5.11



フロントページの続き

(72)発明者  ソン　ヨン　ソク
            大韓民国　ソウルトゥクピョルシ　マポグ　ソンサンドンプンリムアパート　１０１－１３０２
(72)発明者  ヤン　ウン　ホ
            大韓民国　ソウルトゥクビョルシ　ノウォング　ジュンケ　２ドン　ギョンナムアパート　５－２
            ０７
(72)発明者  ナ　ジョン　ボム
            大韓民国　デジョン　クァンヨクシ　ユソング　チョンミンドン　４６４－１　エキスポアパート
            　４０４－５０６
(72)発明者  キム　ヨン　ソン
            大韓民国　デジョン　クァンヨクシ　ソグ　ドゥンサンドン　スジョンタウン　１５－６０２
(72)発明者  ユ　ドン　フン
            大韓民国　クァンジュ　クァンヨクシ　ブッグ　ドアム　１ドン　８７６－１１
Ｆターム(参考) 4C601 BB02  EE04  JC04  JC06  JC11 
　　　　 　　  5B057 AA07  BA05  BA29  CA02  CA08  CA12  CA16  CB02  CB08  CB12 
　　　　 　　        CB16  CC01  CE02  CE03  CE05  CE06  CE08  CG05  CG10 

(8) JP 2006-116307 A 2006.5.11



专利名称(译) 通过后处理提高二维超声图像的图像质量的方法和装置

公开(公告)号 JP2006116307A 公开(公告)日 2006-05-11

申请号 JP2005301999 申请日 2005-10-17

[标]申请(专利权)人(译) 三星麦迪森株式会社

申请(专利权)人(译) 株式会社 メディソン

[标]发明人 キムチョルアン
ソンヨンソク
ヤンウンホ
ナジョンボム
キムヨンソン
ユドンフン

发明人 キム チョル アン
ソン ヨン ソク
ヤン ウン ホ
ナ ジョン ボム
キム ヨン ソン
ユ ドン フン

IPC分类号 A61B8/00 G06T5/00

CPC分类号 G06T5/002 G06T5/003 G06T2207/10132 G06T2207/20016 G06T2207/30004

FI分类号 A61B8/00 G06T5/00.300 A61B8/14 G06T5/00.705

F-TERM分类号 4C601/BB02 4C601/EE04 4C601/JC04 4C601/JC06 4C601/JC11 5B057/AA07 5B057/BA05 5B057
/BA29 5B057/CA02 5B057/CA08 5B057/CA12 5B057/CA16 5B057/CB02 5B057/CB08 5B057/CB12 
5B057/CB16 5B057/CC01 5B057/CE02 5B057/CE03 5B057/CE05 5B057/CE06 5B057/CE08 5B057
/CG05 5B057/CG10

代理人(译) 高田 守
高桥秀树

优先权 1020040083120 2004-10-18 KR

其他公开文献 JP4774501B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：通过有效去除斑点噪声和定义边界来提高超声图像质量。解决方案：用于改善二维（2D）超声图像的图像质量的方
法包括：（a）将2D超声图像分解为构成多分辨率N级的多个图像的步骤，（b）步骤用于确定分解图像中的每个像素的特性的步
骤，（c）基于像素特性对分解图像执行改善处理的步骤，（d）用于对分解图像执行1级合成的步骤，以及（e） ）重复执行步骤
（b）至（d）的步骤，直到合成图像的尺寸与2D超声图像的尺寸相同，其中N是正整数。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e490bd42-cec1-40a3-bbf1-7e89a7c75994
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035759303/publication/JP2006116307A?q=JP2006116307A



